
寒河江市における
介護予防・日常生活支援総合事業の推進について

寒河江市高齢者支援課

平成２８年９月２８日

介護をしてもらうより 自分でできるよろこび いつまでも！

寒河江市イメージキャラクター

チェリン

最上川ふるさと総合公園日本一さくらんぼの里さがえ

寒河江（さがえ）市の概要
• 寒河江市は、山形県のほぼ中央に位置し、山形市か

ら20Km圏内にあります。西村山地域の中核として発

展し、市内を庄内地方と県都・山形市を結ぶ国道１１２
号が走り、また、山形県の中央を横断し、庄内地方と
宮城県とを結ぶ山形自動車道には、寒河江ＩＣと寒河
江ＳＡスマートＩＣでアクセスしており、県内高速交通網
の要衝となっております。 山形県の母なる川・最上川

と清流・寒河江川が、市街地を包むように流れ、月山
と葉山、遠くに蔵王、朝日連峰を望み、四季の変化に
富んだ美しい景観と豊かな自然環境に恵まれ、千年
以上もの間育まれてきた歴史や文化を有しています。

• 寒河江市は、昭和29年8月1日に市制をスタートさせ、

寒河江町、西根村、柴橋村、高松村、醍醐村の１町４
村が合併して「寒河江市」が誕生し、さらに同年11月1
日に、白岩町と三泉村が加わり、平成26年に市制施
行60周年を迎えました。

• 平成２８年３月３１日現在（人口は住民基本台帳による）

面積 １３９．０８平方キロメートル

人口 ４２，１０９人

65歳以上高齢者数 １２，３８６人（高齢化率２９．４％）

日常生活圏域 １箇所

地域包括支援センター １箇所（直営）

寒河江市



上段：左からさくらんぼ、慈恩寺、寒河江川
下段：山形自動車道寒河江IC付近上空から北西部を望む。左後方は月山、右後方は葉山
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昭和 45年から平成 22年までは国勢調査結果、27年は 9月末住民基本台帳、平成 32年からは社会保障・人口問題研究所推計による 
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寒河江市の介護給付費と認定率

推計値

居宅サービス等

認定率

給付費 単位：千円 ６５歳以上認定率（％）

保険料
（月額基準額） 第１期 第２期 第３期 第４期 第５期 第６期 第７期 第９期

寒河江市 ２，４２０ ２，７４０ ２，９８０ ３，３９０ ４，３７０ ５，６２０ 7,200 8,940

山形県平均 ２，５９５ ３，１００ ３，７９９ ３，９０２ ４，７８４ ５，６４４ 7,000 8,200

全国平均 ２，９１１ ３，２９３ ４，０９０ ４，１６０ ４，９７２ ５，５１４ 6,771 8,165

施設サービス

平成12年から27年度は介護保険事業状況報告（年報）（標準負担額は含まず。）、28年度からは第6期ワークシートからの推計
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介護保険事業状況報告（平成２８年３月分）による 

単
位
卓
％ 

山形県内市町村別第１号被保険者分介護認定率調べ（平成２８年３月末現在） 

 

介
護
４ 

支
援
１ 

介
護
２ 

１ 新しい総合事業に向けて着手したこと

① Ｈ２６年７月～ ８月

⑴ 給付管理票等をもとに、介護予防訪問介護（通所介護）利用者の有効期限毎人
数を調べたところ、毎月20人前後が移行することが判明し、このぐらいの人数であ
れば27年4月から移行対応可能と判断。

従前相当の訪問（通所）介護利用予定者数の有効期限毎調べ

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

27 39 34 42 47 37 44 47 44 41 50 34 486

6 10 7 4 6 10 7 12 7 9 8 5 91

うち当該サービスのみ利用者数（人） 3 4 3 2 1 2 3 3 3 3 2 2 31

10 18 11 15 11 7 16 19 16 16 13 11 163

うち当該サービスのみ利用者数（人） 5 11 8 13 7 1 13 11 12 7 6 7 101

15 24 17 19 15 15 21 24 22 19 19 15 225

4 5 6 8 9 7 10 5 6 3 8 4 75

19 29 23 27 24 22 31 29 28 22 27 19 300

8 10 11 15 23 15 13 18 16 19 23 15 186

※ 介護予防訪問介護利用事業者数　１２（市内８、市外４）、介護予防通所介護利用事業者数１５（市内１２、市外３）

要支援認定者数は寒河江市介護保険事務処理システムの受給者台帳平成27年3月分による

サービス利用者数、事業者数は平成27年3月審査分給付管理票による
27年４月以降の認定有効期限の者は、更新の結果変更がありえる
基本チェックリストによる事業対象者数は見込んでいない

要支援１・２認定者のうち未利用者数（人）
Ｇ＝Ａ－Ｆ

上記のサービス以外のみ利用者数（人）　　Ｅ

２７年

従前相当の訪問（通所）介護サービス利用者数（人）

Ｄ＝Ｂ＋Ｃ－重複者数

上記サービス利用者数　Ｆ＝Ｄ＋Ｅ

28年 合計

有効期限

従前相当の訪問介護サービス利用者数（人） Ｂ

従前相当の通所介護サービス利用者数（人） Ｃ

要支援１・２認定者数（人）　　　　　　Ａ

区　分



② Ｈ２６年９月～２７年３月までに行ったこと

⑴ 介護認定申請窓口対応の検討（基本チェックリスト）

６５歳以上の人
窓口：寒河江市高齢者支援課 介護福祉係・地域包括支援係
（原則として、利用者本人が窓口で手続きをします）

要介護認定を受けます 基本チェックリストを受けます

要支援１・２の人 非該当の人 生活機能の低下
がみられた人

自立した生活
が送れる人

介護保険の
介護予防サービスが
利用できます

※介護保険のサービスと介護
予防・日常生活支援総合事業
の両方を利用できますが、内
容が重複するサービスは利用
できません。

介護予防ケアマネジメント

地域包括支援センターで、本人や家族と
話し合い、ケアプランを作成します。

介護予防・生活支援サービス事業
が利用できます。

一般介護予防事業
が利用できます。

※事業対象者になったあとや、サービスを利用した後でも、
要介護認定を申請することができます。

利用まで
の流れ

⑵ 二次予防事業等を総合事業のどの分野へ移行するかの検討（委託の場合は単
価設定や委託先と業務内容の協議）

⑶ 多様なサービスの場合は、基本チェックリストやケアマネジメントＡ・Ｃを実施

従来の訪問介護相当 訪問介護 従来の介護予防訪問介護サービス

訪問型サービスＡ（緩和した基準によるサービ
ス）

生活支援ヘルパー派遣事業

訪問型サービスＢ（住民主体による支援） ２８年度はなし

訪問型サービスＣ（短期集中予防サービス） ２８年度はなし

訪問型サービスＤ（移動支援） ２８年度はなし

運動器機能向上事業
二次予防事業対象者を対象とした事業（〇

〇デイサービス、○○スイミングへ委託）
従来の通所介護相当 通所介護 従来の介護予防通所介護サービス

口腔機能向上事業
二次予防事業対象者を対象とした事業（ＪＡ

さがえ西村山へ委託）

通所型サービスＡ（緩和した基準によるサービ
ス）

市指定による３時間未満の通所型サービス

運動機能向上らくらく健康運動教室(委託先：〇〇〇スイ

ミング）

通所型サービスＢ（住民主体による支援） ２８年度はなし

通所型サービスＣ（短期集中予防サービス） ２８年度はなし

２８年度はなし

介護予防・生活支援サービスプラン作成業務

一般高齢者と対象とした介護予防教室（委

託先：市民体育館、〇〇〇スイミング、〇〇

スイミング）直営ではさわやか運動教室・認

知症予防教室等

一般高齢者を対象とした介護予防教室（委託先：市民体

育館、〇〇〇スイミング、〇〇スイミング、ＪＡ）

直営は,さわやか運動教室・認知症予防教室等

介護予防生きがい活動支援事業（社協へ委託）

ふれあい元気サロン、男性のための料理教室等

地域リハビリテーション活動支援事業 地域ケア会議への参加等

基本チェックリストにより対象者把握

なし なし

介護予防ケアマネジメント 要支援１・２の介護予防サービス計画作成等業務 要支援１・２の介護予防サービス計画作成等業務

総合相談支援業務 高齢者に係る総合相談支援業務 高齢者に係る総合相談支援業務

権利擁護業務 高齢者虐待、成年後見制度相談等権利擁護業務 高齢者虐待、成年後見制度相談等権利擁護業務

ケアマネジメント支援 地域の介護支援専門員への支援業務 地域の介護支援専門員への支援業務

地域ケア会議の開催

必須６業務を寒河江市西村山郡事業団へ委託し、寒河江市西村山郡在宅

医療・介護連携支援室「たんぽぽ」で実施

地域包括支援センター職員が支援チーム員を兼務

認知症地域支援推進員（嘱託）設置

認知症の人とその家族支援等業務・認知症カフェ設置委託

生活支援サービス協議体委員会、コーディネーターの設置

なし ２８年度はなし（ケアプラン点検等予算なしで実施）

紙おむつ支給事業、家族介護者交流激励

会、認知症高齢者見守り支援事業、等

紙おむつ支給事業、家族介護者交流激励会、認知症家

族支援事業、認知症高齢者見守り支援事業・無事かえる

支援事業等

成年後見制度利用支援事業、配食サービス、

ひとり暮らし等高齢者あんしん訪問サービス事

業、認知症サポーター養成講座　　等

成年後見制度利用支援事業、ひとり暮らし等高齢者あんしん

訪問サービス事業、配食サービス（見守り）、認知症サポー

ター養成講座、緊急警報装置貸与事業（オペレーター方式）

等

介護予防給付
（要支援１・２）

訪問入浴介護、訪問リハビリ、訪問看護、居宅療養管理指導、通所リハビリ、特定施設入所者生活介

護、短期入所生活介護、短期入所療養介護、小規模多機能型居宅介護、認知症対応型共同生活介護

（要支援２のみ）、福祉用具貸与等

介護予防給付
（要支援１・２）

訪問入浴介護、訪問リハビリ、訪問看護、居宅療養管理指導、通所リハビリ、特定施設入所者生活介護、短期入所生活介護、短期入所療
養介護、小規模多機能型居宅介護、認知症対応型共同生活介護（要支援２のみ）、福祉用具貸与等

訪問介護
通所介護

寒河江市における地域支援事業制度改正に伴う改正点（平成28年度）

介護給付
（要介護１～５）

訪問介護、訪問入浴介護、訪問リハビリ、訪問看護、居宅療養管理指導、通所介護、通所リハビリ、特定

施設入所者生活介護、短期入所生活介護、短期入所療養介護、小規模多機能型居宅介護、認知症対

応型通所介護、認知症対応型共同生活介護、福祉用具貸与、介護老人福祉施設、介護老人保健施設、

介護療養型医療施設等

介護給付
（要介護１～５）

訪問介護、訪問入浴介護、訪問リハビリ、訪問看護、居宅療養管理指導、通所介護、通所リハビリ、特定施設入所者生活介護、短期入所生活介護、短

期入所療養介護、小規模多機能型居宅介護、認知症対応型通所介護、認知症対応型共同生活介護、福祉用具貸与、介護老人福祉施設、介護老人保

健施設、介護療養型医療施設等
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二次予防事業対象者把握事業

生活機能に関する「日常生活チェックリス

ト」を65歳以上83歳の高齢者を全員（要支

援・要介護認定者を除く。）に郵送し、返送

により介護予防の必要な二次予防事業対

象者を把握する。

通所型介護予防事業

一次予防事業評価事業

通
所
型
サ
呎

ビ
ス

咁
第
1
号
通
所
事
業

咂

多様なサービス

訪問型介護予防事業
二次予防対象者の居宅を訪問し、生活機能

に関する相談支援を行う

二次予防事業評価事業 なし

その他の生活支援サービス（第1号生活支援事業）

介護予防ケアマネジメント（第1号介護予防支援事業）

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
呎

ビ
ス
事
業

訪
問
型
サ
呎

ビ
ス

咁
第
1
号
訪
問
事
業

咂

多様なサービス

地域介護予防活動支援事業

地域介護予防活動支援事業
ふれあい元気サロン、男性のための料理教

室 介護予防把握事業

生活支援体制整備事業

一般介護予防事業評価事業
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介護予防ケアマネジメント

総合相談支援業務

権利擁護業務

ケアマネジメント支援

地域ケア会議の充実

一
次
予
防
事
業

介護予防普及啓発事業

一
般
介
護
予
防
事
業

介護予防普及啓発事業

生活支援ヘルパー派遣事業、介護予防生

きがい活動支援事業

在宅医療・介護連携推進事業

認知症
施策の
推進

認知症初期集中支援推進事業

認知症地域支援推進員等配置事業

認知症ケア向上推進事業

※朱字は平成２７年度からの新規事業

任
意
事
業

介護給付費適正化事業

任
意
事
業

介護給付費適正化事業

家族介護支援事業 家族介護支援事業

任意事業 任意事業

【対象】

・要支援者

・基本チェックリスト該当者

【対象】

・１号被保険者すべて

・支援活動に関わる者



⑷ 単位数は、月途中からの利用や、要支援２であっても週2回サービス利用を
必要としないケースもあることをかんがみ、１回あたりの単位数を決定する。

（このため、曜日により月５回、９回等利用できていたのが、１回休むことになる。）

その他検討事項
⑸ 要支援認定更新手続きのお知らせ文を発送する際の取扱い
⑹ 総合事業関係要綱整備
⑺ 介護予防支援事業者として、従前の予防給付相当へ移行する際に締結する契

約書・重要事項説明書等の様式、料金表の作成
⑻ サービス担当者会議へ出席する際の説明事項
⑼ 生活支援サービス協議体の構成、コーディネーター設置 等

２ 平成27年4月から28年3月まで総合事業で実施したこと

〇 従前相当サービスのみ利用目的のため事業対象者として決定後
・初回訪問時に住宅改修や福祉用具購入（貸与）の必要性があった
・認知症の症状が進み要介護認定申請し、介護サービスへ移行 など

〇 事業所側から以下のような問い合わせが多く、予防プラン委託先の居宅介護支
援事業所、訪問介護（通所介護）事業所を対象とした説明会を開催

① 新しい総合事業へ移行し気づいた点

従前相当の訪問介護サービス サービスコード：A1
サービス名称 単位 対象 留意

訪問型サービス費
（みなし）（Ⅳ）

１回につき ２６６単位 ・週１回程度の訪問型サービス（みなし）が
必要とされた者

・１月の中で全部で４回ま
で

訪問型サービス費
（みなし）（Ⅴ）

１回につき ２７０単位 ・週２回程度の訪問型サービス（みなし）が
必要とされた者

・１月の中で全部で５回か
ら８回まで

訪問型サービス費
（みなし）（Ⅵ）

１回につき ２８５単位 ・週２回を超える程度の訪問型サービス（み
なし）が必要とされた者

・１月の中で全部で９回か
ら１２回まで

訪問型サービス費
（みなし）（短時間
サービス）

１回につき １６５単位 ・２０分未満のサービスが必要とされた者 ・１月につき２２回まで

・ 事業対象者の回数を選択する際は、目標に照らし合わせて必要な回数をサービス担当者会議で
話し合い、プランや経過記録にサービス名称や回数を記録する。
・ サービス担当者会議にて話し合われた回数が利用できなかった場合
(例) 担当者会議にて訪問型サービス費Ⅴ（月５～８回）となったが、３回の利用しかなかった場合

２７０単位×３回＝８１０単位

寒河江市の場合



⑴ １回あたりの単位数を採用していたが、認知症症状から定期的な利用が必要な
ケース等があり、厚労省へ照会のもと２８年度からは月４回、８回等を超える場合
は月額単位数を採用することに決定

通所型サービス（みなし）サービスコード表

サービスコード

算定項目
合成
単位
数

算定単位種
類

項目

Ａ５ 1111 通所型サ
ービス１

叻

通
所
同
呎
吪
吐
費
咁叠
友
厹
咂

事業対象者
・要支援１

1,647単位 1,647１月につき

Ａ５ 1112 通所型サー
ビス１日割

54単位 541日につき

Ａ５ 1121通所型サ
ービス２

事業対象者
・要支援２

3,377単位 3,377１月につき

Ａ５ 1122
通所型サ
ービス２日
割

111単位 1111日につき

Ａ５ 1113
通所型サ
ービス１回
数

事業対象者
・要支援１

※１月の中で
全部で4回まで

378単位 378

１回につき

Ａ５ 1123
通所型サ
ービス２回
数

事業対象者
・要支援２

※１月の中で
全部で8回まで

389単位 389

平成28年4月より 要支援1または週1回程

度利用の事業対象者で、
提供回数が4回／月を超
える場合に使用。

要支援2または週2回程

度利用の事業対象者で、
提供回数が8回／月を超
える場合に使用。

要支援1及び週1回程度利

用の事業対象者は原則とし
てこの単価×回数で請求。
ただし、提供回数が4回／
月を超える場合は「1111（
1,647単位）」を使用。

要支援2及び週2回程度利

用の事業対象者は原則と
してこの単価×回数で請求
ただし、提供回数が8回／
月を超える場合は「1121（
3,377単位）」を使用。

３ 平成２８年度に向けて取り組んだこと

区
分

訪問型サービス 通所型サービス その他の
サービス

従前相当
サービス

A
従前相当
サービス

A C
生活支援
ホームヘ
ルパー派
遣事業

短時間サービス 運動機能
向上らく
らく健康
運動教室

足腰しゃ
きっと！
筋トレ教
室

運動機能
向上らく
らく健康
運動教室

口腔機能
向上お口
の健康教
室

配食サー
ビス

同
呎
吪
吐
内
容

○身体介護

食事、清拭や入
浴、排泄、着替
え、洗面、通院・
外出等の介助

○生活援助

掃除、洗濯、ベッ
ドメイク、衣類整
理・被服の補修、
調理、買い物、
薬の受取り

○生活援
助
掃除、洗濯、
ベッドメイ
ク、衣類整
理・被服の
補修、調理、
買い物、薬
の受取り

○日常生活
上の支援
健康チェック、食
事、入浴、レクリ
エーション等

○機能訓練
（加算）
生活向上グルー
プ活動、運動器
機能向上、栄養
改善、口腔機能
向上

○簡単な体操、
筋力トレーニン
グなど
（３時間未満）
健康チェック、レ
クリエーション等
○運動器機能向
上型
〇一般型
（指定事業所）

○簡単な
体操、筋
力トレー
ニングな
ど

（委託先）
〇〇〇ス
イミング

○簡単な
体操、筋
力トレー
ニングな
ど

（委託
先）
デイサー
ビスＣ

○簡単な
体操、筋
力トレー
ニングな
ど

（委託先）
〇〇〇ス
イミング

○お口の
健康チェッ
クと体操な
ど

（委託先）
デイサービ
スＢ

○栄養改
善を目的と
して、バラ
ンスのとれ
た弁当を昼
食時に配
達します。
（週３回：
月・水・金）

対
象
者
要
件

・基本チェックリ
スト
「生活機能低下」
該当者
・要支援１、２の
方

・基本チェッ
クリスト
「生活機能低
下」該当者
・要支援１、２
の方

・基本チェック
リスト
「生活機能低
下」該当者
・要支援１、２
の方

・基本チェックリ
スト
「生活機能低下」
該当者
・要支援１、２の
方

・基本チ
ェックリス
ト
「運動機
能低下」
該当者

・基本チ
ェックリ
スト
「運動機
能低下」
該当者

・基本チ
ェックリス
ト
「運動機
能低下」
該当者

・基本チェ
ックリスト
「口腔機能
低下」該当
者

・基本チェ
ックリスト
「低栄養」
該当者

利
用
料

1回につき（1割
負担の場合）
266円～285

円
+加算など

1回につき
200円
（利用限度：週
2回まで）

１回につき（送迎
含む。1割負担
の場合）
378円～389円
+加算、昼食代
など

1回につき（送迎含
む。1割負担の場
合）
運動器 349円
一般型 293円
週1回、入浴・食事
なし

１回につき
３５０円

１回につき
２５０円

１回につき
２５０円

１回につき
２４０円

１食３００円

もしくは
４００円

27 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 ○ ○ ○ ○ ○ 廃止
一般介護予
防事業へ 廃止

⑵ 多様なサービス（A,C）について、２８年度に向けて既存の委託事業の見直し



介護予防・生活支援サービスの種類【訪問型サービス】

種別 現行の訪問介護相当サービス
訪問型サービスＡ（緩和した基準によるサービス）

生活支援ホームヘルパー派遣事業

提供主体 指定を受けた介護事業者 委託（市内の訪問介護事業者）

サービス
対象者

身体介護の必要な人
生活援助の必要な人

生活援助が必要で、独居等により家事を行
う家族がいない人

サービス
内容

○身体介護

食事、清拭や入浴、排泄、着替え、洗面、通
院・外出等の介助
○生活援助

掃除、洗濯、ベッドメイク、衣類整理・被服の
補修、調理、買い物、薬の受取り

○生活援助

掃除、洗濯、ベッドメイク、衣類整理・被服の
補修、調理、買い物、薬の受取り

提供時間 1回につき1時間以内 1回につき1時間以内

費用 ○週1回程度 266単位/回
(月4回超1,168単位/月)

○週2回程度 270単位/回
(月8回超2,335単位/月)

○週2回超 285単位/回
(月12回超3,704単位/月)

《加算》
・現行の介護予防訪問介護と同じ

○１回につき200円
(利用限度：週2回まで)

介護予防・日常生活支援サービスの種類【通所型サービス】

種別 現行の通所介護相当サービス

通所サービスＡ（緩和した基準によるサービス）

通所型短時間サービス
運動機能向上らくらく健康
運動教室

提供主体 指定を受けた介護事業者
（市内：１５事業所）

指定を受けた介護事業者
（２事業所）

委託（○○スイミングクラ
ブ）

サービス
対象者

入浴、排泄、食事等の介助が必
要な人

入浴、排泄、食事等の介
助が不要な人

入浴、排泄、食事等の介
助が不要な人

サービス
内容

○日常生活上の支援

健康チェック、食事、入浴、レクリ
エーション等
○機能訓練（加算）

生活向上グループ活動、運動器
機能向上、栄養改善、口腔機能
向上

○運動器機能向上型

機能訓練指導員等による
個別的な機能訓練
○一般型

レクリエーション、介護予
防体操等

体力測定、ストレッチ、イ
スを使った筋トレ、マシー
ンを使った筋トレ等

提供時間 おおよそ9時から16時 2時間以上3時間未満 毎週木曜日10:30～12:00

費用 ○要支援１・事業対象者
【週１回程度】 378単位/回
(月4回超1,647単位/月)

○要支援２・事業対象者
【週２回程度】 389単位/回
(月8回超3,377単位/月)

《加算》
・現行の介護予防通所介護

○運動器機能向上型
1割負担者349円/回
2割負担者698円/回

○一般型
1割負担者293円/回
2割負担者586円/回

350円/回



項 目 内 容

利用対象者 ①要支援１・２

②基本チェックリストによる事業対象者

事業実施方法及び支払方法 寒河江市の指定事業所、国保連による審査支払

1回利用費用額 ２，５５０円（２５５単位）運動器機能向上型（※１）
１，９９０円（１９９単位）一般型

４７０円（４７単位）送迎加算（片道につき）

定員及び利用頻度 １０名、週１回

利用時間 ２時間以上３時間未満

内容 運動器機能向上型

運動器機能向上プログラム（機能訓練）を実施し、対象者
が掲げる日常生活上の目標達成を図り、自立した生活の確
立と自己実現を支援する。

一般型
レクレーション、介護予防機能訓練などを実施

※会場は単独型とし、入浴なしとする。

ケアマネジメント ケアマネジメントＡ（介護予防支援計画書の場合と同様）

指定通所型サービスＡ（緩和した基準）の概要について（１/２）

⑶ 既存の介護事業所での指定通所型サービスＡの創設 平成28年5月から

項 目 内 容

人員基準 管理者※２ １以上
従事者 １以上
※１ 運動器機能向上型の場合、利用者の運動器の機能を利用開始時に把握し、機能訓練指導員

等（健康運動指導士を含む。）が共同して、運動器機能向上計画を作成していること。利用者ごと
の運動器機能向上計画に従い機能訓練指導員等が運動器機能向上サービスを行っているとと
もに、利用者の運動器の機能を定期的に記録していること。利用者ごとの運動器機能向上計画
の進捗状況を機能訓練指導員等が定期的に評価していること。

※２ 支障がない場合、他の職務、同一敷地内の他事業所等の職務に従事可能。

設備基準 ・サービスを提供するために必要な場所（２．４㎡×利用定員以上）

・必要な設備、備品

運営基準 寒河江市指定通所型サービスＡの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める要
綱による。

指定通所型サービスＡ（緩和した基準）の概要について（２/２）

A７ 寒河江市通所型サービス（独⾃）サービスコード表（緩和した基準によるサービス）
サービスコード

サービス内容略称 算定項目
合成
単位数

算定
単位種類 項目

Ａ７ 1111 市独自基準通所型サービス（一般型・３
時間未満・１割負担）

サービ
ス提供
時間が
2時間以
上3時間
未満

事業対象
者・要支援
１・要支援
２

１割負担
の利用者
の場合

199

１回に
つき

Ａ７ 1131 市独自基準通所型サービス（運動器機能
向上型・3時間未満・１割負担） 255

Ａ７ 1911 通所型サービス送迎加算（１割負担・１
回あたり）

47

Ａ７ 1112 市独自基準通所型サービス（一般型・３
時間未満・２割負担）

２割負担
の利用者
の場合

199

Ａ７ 1132 市独自基準通所型サービス（運動器機能
向上型・3時間未満・２割負担） 255

Ａ７ 1912 通所型サービス送迎加算（２割負担・１
回あたり）

47



事業対象者数の推移（単位：人） 平成28年5月末現在事業対象者リストより

事業対象
者決定月

事業対象者決定時のサービス利用意向 従前サービス利用状況

従前相
当サービ
ス利用
（新規）

要支援
からの
更新

多様なサービス

合計 A1 A5
(A6)

A1
+
A5

合計生活支援
ヘルプ

筋トレ
教室

らくらく健
康運動
教室

お口の
健康教
室

H27年4月 １ ２ １０ １３ ５ ５

5月 ２ ０ ７ ９ １ １

6月 ５ ４ １ １ １１ １ ４ １ ６

7月 ２ ８ ２ ３ １５ １ ７ １ ９

8月 ２ ９ １１ ２ ８ １０

9月 １ ２ ３ ６ ２ １ ３

10月 ０ ９ ４ １３ ３ ６ ９

11月 １ １１ １ １３ ８ ２ １０

12月 ２ ７ １ １０ ２ ４ １ ７

H28年1月 ７ ５ １２ ２ ７ １ １０

2月 ７ ５ １２ １０ １０

3月 ６ ８ １４ ２ １０ １ １３

4月 ５ ６ １ １２ ３ ４ ７

5月 １ １２ １３

合 計 ４２ ８８ １３ １１ ９ １ １６４ １６ ７６ ８ １００

現行サービス利用状況は給付管理票28年5月分による。 通算発行件数２１３件、うち要介護(要支援）へ移行３７件、資格喪失４件、終了８件

年月日 協議体委員会 住民対象

H27年
3月

協議体委員会準備
委員会

７月
協議体委員会
（3か年委嘱）

1０月

第1回新しい地域支援を

考える勉強会（市ハートフ
ルセンター、49名）

12月
第２回新しい地域支援を
考える勉強会（大江町ふ
れあい会館、9名）

H2８年
２月

第３回新しい地域支援
を考える勉強会（協議
体委員研修会、市文
化センター、5名）

構成団体 役職

１
市シルバー人材セン
ター

事務局長

２ 市社会福祉協議会 事務局長

３ 農業協同組合
健康福祉セン
ター長

４ 生活協同組合 共同購入部天童・
寒河江支部長

５ ＮＰＯ法人（介護事業

所）
理事長

６ 食品製造販売会社
総務人事部次
長

７
乳飲料製造販売会
社

経理部員

８
居宅介護支援事業
所

(合)代表社員

９ 市老人クラブ連合会 会長

10
寒河江市中心市街
地活性化センター
（フローラ・sagae）

センター長

設置目的

生活支援サービス提供主体等が参画し、定期的な情
報共有と連携強化を図り、高齢者支援のニーズと地域
資源の状況を把握し、多様なサービスを地域で整備・
充実していく。委員会は年１回程度

市生活支援サービス協議体委員会

４ これまで実施した生活支援体制整備事業の概要



新しい地域支援を考える勉強会（第１回目）

平成２７年１０月２０日ハートフルセンターにて、寒河江市ほか

4町による共同企画で、さわやか福祉財団から講師を迎え

寒河江市５４名、４町を含め１０８名の参加があり、グルー

プ毎に５、１０年後を見据え課題は何か、どのような支援・

仕組みが必要か、協議体のメンバー構成コーデネーター

はどのような方がふさわしいかをグループワークで行いま

した。

１２月４日（金）に大江町ふれあい会館にて実施。

新しい地域支援の全国的な事例紹介や生活支援カードゲーム
をとおして、具体的な支援のあり方を学びました。寒河江市から
は9名参加

第２回新しい地域支援を考える勉強会

第３回新しい地域支援を考える勉強会
28年2月22日文化センター中央公民館にて実施。

寒河江市からは、生活支援サービス協議体委員会委員10
名のうち5名参加。

協議体と生活支援コーディネーターの役割について講演
とグループワークを行いました。

第1回地域支援を考える勉強会 グループワーク結果

区分 寒河江市①
寒河江
市②

寒河江市③ 寒河江市④ 寒河江市⑤

【課題１】

市町にお
ける「目
指す地
域像」

○気軽に話し合いや支援
を求められる地域づくり

・「助けて」と言えるような
環境
○健康推進都市をめざす

○外出、移動、食事、買物、
生活支援のあるまちづくり

○明るい地区をめざすた
めの交流の場

・交流する場所があれば
よい

・外出する機会がなくな
るときに、交流の場、移動
手段

○外出・移動・食事・買物・
生活支援のあるまちづくり
○情報の共有化・一元化

○居場所を
作って仲良く
元気で長生
きしよう

・サロン・交
流の場

・誰でも自由
に交流でき
る集会所

○まちづくり

・みんなが地域の人に
関心を持つように

・「どさいぐのやっす」の
活動をもう少し活発に
活動すれば地域が明る
くなる
○居場所

・自分の特技や趣味を
生かせる交流サロン
（みんなが先生）

・交流の場をたくさん作
る
・世代間交流を考える

・老人の体力作りをする
場所

・ものづくり ・男の居場
所 ・カラオケ

○自分らしくいきいき
と安心して暮らせる
地域を

〇明るいあいさつと
小さな助け合いので
きる地域を！
○居場所

・公民館利用を自由
に使って良いことをも
っとＰＲをしてほしい。

・男は集まりにくく、講
演での横並びで話を
すればよい。飲みに
ケーション、酒でつる。

○皆が自宅のように集える
場所
・毎日型の居場所が大切
・男の居場所がない
・時間を決めずにワイワイ

・手料理でふれあいを感じ
たい

地域の
課題

○移動手段 ○情報不足
○移動手段
○話し相手

○交通手段 〇除雪

〇ひとり暮らし高齢
者の生活

〇ごみ出し、時間ど
おりに出せない

〇皆が集まれる場所
が少ない

〇コミュニティを求め
ない人増えている
〇移動手段

○除雪 〇高齢化 〇ひと
り暮らし ○隣人との関わ
り（知らない人多い、ペット
を飼う人のマナーが悪い）
○自治会リーダーいない
○住民による身近な移動
支援 ○地域課題を大切
に（歴史・文化） 〇老人ク
ラブの活性化 ○ひとり暮
らし、閉じこもり ○行政と
のグランドデザイン



生活支援体制整備事業の課題について

課題
① 協議体委員会は、支援が必要な高齢者の不足しているサービスの検討や新

たなサービス開発に向けて協議体として支援できることを議論してもらうことを想
定していたが、各委員からの意見が乏しく、議論に欠けたため、これからどのよ
うに進めていくべきか。

本来であれば、地域支え合いの勉強会を行ないながら理解を深めたうえで開
催すべきであったと考え、「（第３回）新しい地域支援を考える勉強会」への参加
を呼びかけた。

② 地域づくりによる支え合いの意識づけは、関心のある方やボランティア団体、
元気高齢者づくりポイント制度ボランティア登録者へ案内を送り、「（第１・2回）新
しい地域支援を考える勉強会」へ参加していただいたが、今後市民への啓発を
どのように行うか。

③ 生活支援コーディネーター（第1層）1名を今年度設置予定しているが、検討中
のままである。

ふれあい元気サロンについて

【概要】
最も身近な公民館等を利用して実施する、地域の高齢者が気軽に集える介護予防サロ
ン事業を支援します。この事業は、寒河江市の一般介護予防事業として、高齢者の閉
じこもり予防・生きがいづくり等社会参加を通して高齢者の介護予防・健康元気づく
りと安否確認を兼ねて実施しようとするものです。
【具体的な内容について】
●運営委員会は、地域の高齢者に広く参加を呼びかけて、概ね月1回以上２～３時間
程度の「集い」を行います。
内容は、高齢者の介護予防・健康元気づくりに資する内容であれば、何でも結構
です。（例えば、囲碁や将棋、踊りや体操・レクリエーション等趣味の持ち寄りや
茶話会など）
●市高齢者支援課では、サロンを展開するうえで、介護予防に向けた取組みを効果
的に行えるように、要請があった場合はカリキュラムに対する助言や各種教室の開
催や講師の派遣等を行います。また、介護予防のためのレクリエーション用品の貸
出も行います。

【経費等】
経費として、ひとつの運営委員会に、年額で５万円を委託料として支払います。

住民主体の居場所づくりの現状①

平成28年度 ４７か所



市内で初めて駅前通りに 居場所「ふらっと」オープン！
認定ＮＰＯ法人山形創造ＮＰＯ支援ネットワークが
平成27年10月1日から開設

住民主体の居場所づくりの現状②

平成２７年度山形県高齢者等の活動拠点創出事業

いつものくつろいだ風景

食事風景（持込）

お正月のアレンジメント製作

オセロゲームを楽しむ

ふらっと利用者による「さつき駅前サロン」発足！

ふらっとに立ち寄っている方々がお互いに顔
なじみになり28年5月に「さつき駅前サロン」を
立ち上げました。22名の会員で月1回定例会
を開催し、年2回の旅行のほかビアパーティー

、芋煮会、漬物や手芸など手作り講習会など
を企画しています。

代表の菊池健一さんは、地域の人々がお互
い助け合い協力し少しでも安心して生活してい
ければと思い、高齢者の閉じこもり予防、親睦
交流を目的に、地元の歴史や文化にふれ、お
互いに励まし合い希望と生きがいのある、楽し
いサロン活動にしたいと思っています。



寒河江市元気高齢者づくりポイント制度推進事業

目的
高齢者の健康づくり、生きがいづくり、社会参加の促進

内容
① 60歳以上の方が市が指定する社会福祉施設等でボランティア活動を行った場合に

１時間あたり２ポイント、２時間以上４ポイントを付与
② 65歳以上の方が市主催又は市が委託した事業所主催による介護予防教室・学習会

に参加した場合に１ポイントを付与
※ 貯まったポイントは、20ポイント1,000円相当の商品券に交換。（年度毎3,000円限

度で残ポイントは翌年度へ繰越） ・予算措置は一般会計

ポイント制度登録者数(H28.7.31現在）

381名（うちボランティア活動登録66名）

厨
参
施
設
吳
呀
呉
吝
叺
叹

主
友
希
望
活
動
内
容
内
訳

咁
複
数
回
答
厤
叫
咂

利用者の話し相手 21

レクレーション支援 17

演芸披露（舞踊、民謡歌謡等） 11

演芸披露（昔語り） 8

お茶出し、配膳・下膳等補助 7

施設行事手伝い 7

食生活改善研究会 6

施設内清掃 ４

受入施設（登録制）
・特別養護老人ホーム ２
・老人保健施設 ・特定施設
・通所介護事業所 ７
・小規模多機能型居宅介護施設

・認知症対応型共同生活介護施設

・障がい者施設
・就労継続支援Ａ型事業所
・共同作業所
・児童養護施設
・市立図書館 ・市立病院
・老人福祉センター

ポイント交換実績

H26年度
4名

5,000円
H27年度

56名
120,000円

平成26年度から開始

一般介護予防事業と元気高齢者づくりポイント制度
を併用した取り組み

「いきいき100歳体操」体験・説明会
参加者と活きいきサポーターお達者体力測定会参加者と活きいきサポーター



５ これまで実施した地域づくりによる介護予防事業の概要

修了後は受講者が
自主的にグループ化
等により活動ができ
るよう側面から支援

活動状況をみながら多様なサービ
スへの展開が可能かを検討

・通いの場の設置等

平成27年度から実施

市主催事業
補助スタッフ
として活動

介護予防サポーター養成講座

地域で自主的に介護予防の活動を行おうとす
る方や、市等の介護予防事業にボランティアと
して活動したい方などを対象に、介護予防に
関する知識や技術を身につけていただく講座。

活きいきサポーターの活動状況

養成講座修了証交付平成27年11月13日 14名

平成28年4月1９日末広町分館にて

平成28年4月1５日お達者体力測定会にて

活きいきサポーターのメンバー



地域づくりによる介護予防 いきいき100歳体操

8月18日高松ふれあいサロンでの紹介

8月18日落衣分館での指導

7月12日末広町分館での指導

7月21日日田分館での指導

運営方法
１ 事業の企画は役員会で行い、運営は役

員会を中心に会員からの協力を得ながら
行う。

２ 会員になるための会費等は徴収なし。
３ 事務局は市高齢者支援課とし、役員や

会員との連絡調整、会場の確保等を行う。

目的 居宅サービス、施設サービスその他介護に関連するサービスを提供する事業者、医
療機関及び保険者である寒河江市が連携しながら、
①情報・意見交換、②介護の質の向上、③地域包括ケア構築に向けた取組みを行う。

構成機関

寒河江市を業務地域とする次の事業所の
うち、市への申込みを行った事業所
１ 居宅介護支援事業所
２ 居宅サービス事業所
３ 施設サービス事業所
４ 地域密着型サービス事業所
５ 総合事業多様なサービスＡ、Ｂ、Ｃ事業所
６ 医療機関（相談室等）
７ 寒河江市
８ その他機関

役員会（１０名）
会長

会員

幹事

副会長
事務局

高齢者
支援課

○事業所の皆さんが、介護の質の向上に向
けた研修や事業所間の情報交換等、参加し
てよかったと思えるような有意義な研修会に
していただきたい。

○市内外の先進事例に触れるなど、良い面
は今後の運営に役立てていただきたい。

○事業所間で交流が図られるような、広がり
をもった取り組みを期待します！

事業所連絡会に期待すること

平成27年12月18日設立総会市からの趣旨説明資料より

平成27年12月設立

寒河江市介護保険関連事業所連絡会

６ 介護事業所間の連携への取り組み



第１回研修会
平成２８年２月９日厚生労働省老健局総務課課長補佐服部真治氏から「地域包括ケアと
介護事業所職員に期待すること」、山形県健康福祉部健康長寿推進課課長補佐伊藤啓
氏から「地域包括ケアに向けた山形県の取り組みについて」と題して講演。87名参加。

研修会後 講師を交えての懇親会

寒河江市介護保険関連事業所連絡会

日 時 内 容

５月１７日 ・寒河江オレンジウォーク２０１６

認知症になっても安心して暮らせるま

ちにするために、市内の認知症サポー

ター、介護事業所のケアスタッフ、当事

者等が集まり交流しながら歩き、地域

の皆さんに認知症の理解を広めるウォ

ーキング大会を行う。

寒河江警察署をスタートし、ゴールは

駅前みこし公園

※連絡会は協力として参画。

１０月ごろ ・研修会（先進的な取り組みについて）

ハートフルセンター多目的ホール

内容：買物リハビリ

２９年２月ごろ ・研修会（事業所の取組み発表会）

ハートフルセンター多目的ホール

内容：全事業所対象に募集し発表。

・懇親会

平成27・28年度役員名簿 平成28年度事業計画

※随時役員会を行う。

役職 所 属

会長 デイサービス○○ 管理者

副会長 特別養護老人ホーム○○ 総括主任

〃 株式会社○○ ○○部長

幹事 ○○通所介護事業所 管理者

〃 ○○指定居宅介護支援事業所 管理者

〃 グループホーム○○ 管理者

〃 ○○○○ ホーム長

〃 ○○指定居宅介護支援事業所 管理者

〃 介護老人保健施設○○ 作業療法士

〃 ○○指定居宅介護支援事業所 管理者

愛称：スマイルネット



寒河江市オレンジウォーク２０１６
5月17日雨のなか寒河江市・寒河江警察署主催、スマイルネットとキャラバンメイト連絡会が協力し実施

県内初！約100名参加

当日終了後のスマイルネット会員向けメールより
寒いし、服はびしょ濡れになるしで、雨の中のウォーキングは一見『難有り』の状況でしたが、そのような状況に

も関わらず笑顔で参加して頂いた皆様や沿道で声援を送ってくださった方々、（ゴール地点の認知症）カフェの運
営を一生懸命して下さった方々がいた事を見て『難有り』は『有り難い』状況になりうるという事を実感致しました。

きっと、快晴でウォーキング日よりの中で開催された状況だと、ここまでの『有り難さ』を感じる事は出来なかった
と思っております。また、皆様にご協力いただいた（利用者さんによる手作りの）オレンジタスキも、参加者の心を
一つにつなぐためには、欠かせない物だったと実感致しました。本当に、本当にありがとうございました。皆様の
思いが来年、再来年とタスキでつながって欲しいと願っております。 ※（ ）内は発表者が加筆

寒河江型セカンドス
テージ（仮称）の推進
退職した高齢者等が地域の
中で新たに活躍できるよう取
り組みを支援

地域づくりによる介護予防の推進
地域の方が身近な場所でいきいき100歳体操
等自主活動を行い、生きがいとふれあいを深める。

合い言葉は・・・

介護をしてもらうより 自分でできるよろこび いつまでも！

地域づくりによる助け合い体制づくりの推進
地域によるグループワーク等を通した課題の把握と必要なサービスの提供

40代 50代 60代 70代 80代 90代 100歳

生き方
へのア
プロー
チ

健康維持と介護予防
取組みへのアプロー
チ

助け合い意識へ
のアプローチ

具体的内容は今後検討

７ これからの寒河江市における地域包括ケアの推進について

⑴ 基本的事項



今後、介護人材不足が懸念されるなか、地域包
括ケアに向けて本気で保険者が自立支援に取り
組んでいくこと、そしてその一躍を担っていただき
たいことを介護事業所へ強くアピールし、理解を
いただくことが必要と思います。

⑵ 介護事業所リハ職等を活用した事業の推進

最近、介護事業所には理学療法士、作業療法士、歯科衛生士等の配置が増えており、
今後は生活に密着した自立支援の促進を図るため、多様なサービスCや一般介護予防
事業へ積極的に関与してもらえるよう介護事業所へ働きかけたい。

きっかけとして、これからの地域ケア情報交換会

（ケアマネ主体の会議）にて、「訪問リハビリ」をテー
マに介護事業所リハ職数人からＱＯＬ向上や自立支
援に向けた取組みの事例発表と、グループワークを
行い、情報の共有を行う予定です。

① 介護保険制度の現状を紹介した資料を作成し、地域を対象とした説明会を開
催しながら、問題点や課題についての気づきとこれからの方向性を考えてもらう
機会を設け、地域の助け合いによる支援につながったり、今後の施策へ反映で
きるよう、高齢者が安心して住めるまちづくりを目指したい。

② 市内一円に関心のある方を対象とした助け合いの勉強会を継続的に開催して
いくとともに、知識習得だけでなく活動できるような、成果の還元が図れるシステ
ムを検討していきたい。

③ 地域ごとの資源把握を行うほか、中山間地域にある集落等をモデルとして、地
域住民のワークショップによる助け合い体制の取り組みができないかを、地域に
打診していきたい。

④ 生活支援コーディネーターは、地域での自発的な盛り上がりがでた段階でコー
ディネートが適切と思われる方を選定したい。

法人、地縁団体、個人になるかは、その時点で判断したい。

⑶ 生活支援体制整備事業の今後の方向性について



寒河江市における地域包括ケアシステムの構築に向けて

寒河江市・西村山郡在宅医療・介
護連携支援室「たんぽぽ」との連携

医療

ケアマネジャー

地域包括支援センター

介護予防

住まい

介護

いつまでも元気に暮らすために･･･

介護が必要になったら･･･
病気になったら･･･

生活支援

相談業務やサービスのコー
ディネートを行います。

市介護保険関連事業所連絡会「スマイ
ルネット」による事業所間情報共有、介
護の質の向上のための研修等

地域づくりによる介護予防事業の推進
（いきいき100歳体操）

生活支援コーディネーターによる多様なサービ
スの整備、高齢者層等ボランティア養成講座

元気高齢者づくりポイント制度の推進

高齢者へのちょこっと
したサービス提供

認知症カフェの運営

短時間の居場所づくり

認知症サポーターフォローアップ事業

リハビリ専門職等による短
期集中サービス、生活リハ
ビリテーション事業の推進

認知症初期集中支援チームによる支援

地域ケア会議による自立支援
無事かえる支援事業

介護をしてもらうより 自分でできるよろこび いつまでも！


